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平成 28 年熊本地震で被害に遭われた皆さまに心からお見舞い申し上げます。
また被災地の一刻も早い復旧を、お祈り申し上げます。

熊本県熊本市龍田西小学校にて災害派遣活動をしている水道課職員（４月 18 日）
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１７５億７千万円 可決
い〜な  こ ん な  思いやり  のある街  伊佐市

歳出

歳入

市債
23億1840万円　13.2％

市税
31億805万円
17.7％

分担金・負担金
1億9821万円
1.1％ 使用料・手数料

2億2416万円
1.3％

繰入金
5億3856万円　3.1％

財産収入
3234万円　0.2％

寄付金
5911万円　0.3％

諸収入
2億6764万円
1.5％

地方譲与税
1億4864万円
0.8％

繰越金
8000万円
0.5％

地方消費税交付金
5億901万円　2.9％

自動車取得税交付金
1306万円　0.1％

地方交付税
57億円　32.4％

国庫支出金
24億8593万円

14.1％

県支出金
18億6859万円

10.6％

人件費
24億1577万円
13.7％

予備費
3000万円　0.2％

扶助費
41億4168万円
23.6％

公債費　15億8606万円　9.0％

普通建設事業費　34億8138万円　19.8％

繰出し金
13億7816万円

7.8％
貸与金

2364万円　0.1％

積立金
1億6356万円

0.9％

補助費等
24億1633万円

13.8％

維持補修費
1億2963万円

0.7％

物件費
16億6178万円　9.5％

災害復旧事業費
1億4197万円

0.8％

３月定例会は、２月26日から３月25日までの29日間の会期で開きました。

当初予算のキーワードは
　　「人口」・「教育」・「産業」・「健康（幸）」・「安心」
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平成28年度一般会計予算

■当初予算総括表■ 【概数で表示】

会　　計
平成 28 年度
予算額（A）

平成 27 年度
当初予算額（B）

増減（A）－（B）

一 般 会 計 175.7億円 176.4億円 △0.7億円

特
別
会
計

国民健康保険事業 46.4億円 48.0億円 △1.6億円

介 護 保 険 事 業 31.8億円 32.9億円 △1.1億円

介護サービス事業 0.26億円 0.22憶円 微増

後 期 高 齢 者 医 療 4.6億円 4.4億円 0.2億円

簡 易 水 道 事 業 0.5億円 74万円 0.5億円

農業集落排水事業 1.7億円 1.8億円 微減

水 道 事 業 会 計
収入 5.3億円 6.2億円 △0.9億円

支出 6.4億円 7.7億円 △1.3億円

■一部事務組合予算■ 【概数で表示】
伊佐市が参加している
主な一部事務組合 当初予算 伊佐市負担金

伊佐湧水消防組合 776,562,000円 492,777,916円

大口地方卸売市場管理組合 2,026,000円 1,386,000円

伊佐北姶良火葬場管理組合 282,818,000円 155,252,000円

伊佐北姶良環境管理組合 849,400,000円 466,649,000円

一般

会計
「伊佐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」関連	 	 100事業	 26億2,500万円
　　基本目標１　交流人口の増加から定住人口を増やす	   20事業	   1億2,300万円
　　基本目標２　教育環境の充実	 	 	 	   19事業	   1億1,700万円
　　基本目標３　６次産業化の推進	 	 	 	   16事業	   1億3,300万円
　　基本目標４　健幸づくりスポーツの推進	 	 	     6事業	   1億1,700万円
　　基本目標５　安心して子育てできるまち	 	 	   39事業	 21億3,500万円
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コミュニティ協議会の運営支援 3,500 万円
校区コミュニティ協議会の運営を支援するため、活

動に必要な人件費及び事務経費を補助する。

ふるさと納税者への返礼 1,900 万円
ふるさと納税（1万円以上）をされた方にお礼とし

て、伊佐市の特産品「ふるさとからの贈り物」を送

付する。 

伊佐米、焼酎、黒豚、黒牛、チーズ等

伊佐の特産品 29品目 

H28 見込 5 千円×3,250 人 1 万円×100 人  

1 万 5 千円×50 人 ２万５千円×20 人 

応援寄附金見込 3,700 万円 

新規就農者の育成を支援 1,700 万円
・青年就農者給付金（経営開始型）（県 10/10） 

11 人 × 150 万円 

売れる野菜の新規栽培と面積拡大の支援
200 万円

・かぼちゃの栽培助成 
新規栽培又は面積を拡大する農家が導入する資材及

び苗に要する経費に対し補助 

・金山ねぎ面積拡大補助
新規栽培又は面積を拡大する農家の出荷調整に要す

る経費に対し補助 

・ゴボウ面積拡大補助
新規栽培又は面積を拡大する農家の栽培に要する資

材及び種子の購入に要する経費に対し補助 

特定優良種雌牛の保留導入を促進 1,400万円
JA 北さつま管内で行われる子牛品評会において、

保留牛及び秀賞牛に選定された牛を保留導入する

ことに対し補助する。 

（導入）価格上位の 3 位の牛 20 万円  

4～7 位の牛 15 万円 

（自家保留）保留牛に選定された牛 16 万円  

秀賞牛に選定された牛 8 万円 

６次産業化を支援 200 万円
国の６次産業化事業の補助を受けない農林漁業者等

の新商品の開発や販路開拓・拡大を支援する。

肉用牛のブランド化を推進 100 万円
伊佐市産の子牛を購入した市内肥育農家に対しその

購入費用の一部を助成する。 

1 頭当たり：2 万円 購入数見込：50 頭 

竹林資源の活用 1,000 万円
特色ある特用林産物の産地を育成するため、放置竹林

の竹林資源活用を支援する。 

竹林整備支援事業補助金(竹材買取り額上乗せ補助金) 

2 円/㎏ 見込：1,000ｔ　200 万円 

竹林の利活用に関する調査（国 10/10）800 万円 

畜産に係る未活用の牛舎等を調査 60万円
明光学園高校の「“そん出会い、牛さぁつなぎもす

“プロジェクト」の可能性を探るため、未活用の

畜産資源を調査する。

鳥獣被害防止総合対策事業（国庫補助事業）
7,100万円

・鳥獣被害防止等緊急捕獲対策（捕獲報償を 8,000
円上乗せ）560万円
捕獲報償（狩猟期外）シカ 350 頭×8,000 円 

   イノシシ 350 頭×8,000 円 

・鳥獣被害防止総合対策（ハード事業）
6,400 万円

シカ用電気柵 248,000 円×49 基 

シカ・イノシシ用ワイヤーメッシュ 

8 か所 29,000m 

有害鳥獣の捕獲（市単独事業） 1,200 万円
農林作物への被害対策として市有害鳥獣対策協議会

の承認を得て有害鳥獣捕獲を実施する。

捕獲報償（狩猟期） シカ 600 頭×3,000 円 

（狩猟期外） シカ 600 頭×7,000 円 

   イノシシ 400 頭×6,500 円 

・鳥獣害防止施設整備（市単独事業）370 万円
イノシシ等からの鳥獣害を防止するための施設整備

に対し補助する。

イノシシ用電気柵 42,000 円（1 基当たり）×10 基 

シカ用電気柵 81,000 円（1 基当たり）×40 基 

重留多目的広場の管理 900 万円
重留地区多目的広場を花公園として整備・運営管理

を委託する。

小水流団地の建替（H27～H29）
2億 4,500 万円

公営住宅長寿命化計画に基づき小水流団地の老朽化

へ対応する。H28 は建設工事を開始する。 

事業実施期間：H27～H29 総事業費：4 億 6,000 万円 

H27 事業費：8,400 万円  

内容：解体・擁壁側溝入替工事、移転補償 

H28～H29 事業費：3 億 7,300 万円  

内容：建設工事、工事監理 

平成28年度　主な事業平成28年度　主な事業

橋梁長寿命化（橋りょう補修）１億 4,300 万円
五反田橋、中村橋、金山橋、荒瀬橋、松崎橋、楠本橋

外 21 橋 

伊佐北姶良火葬場の炉改修費用を負担
1億 4,100 万円

伊佐北姶良火葬場管理組合が実施する火葬炉改修

（H27～H28）の費用を負担する。 

円万000,2億3費業事

負担割合 伊佐市 57.10% 湧水町 21.32% 

汚泥再生処理センター施設整備
6億 7,000 万円

H28 はプラント建設工事を継続して実施する。 

事業実施期間：H23～H29 

総事業費：29 億 6,700 万円 

H27～H29 事業費：26 億 7,300 万円  

内容：実施設計・プラント建設工事・性能検査

木造住宅整備促進を継続（H24～H29）
2,000 万円

商工業の活性化と雇用の維持及び木材利用の促進を図

るため、市内業者を利用して自ら居住する木造住宅を

新築あるいは増改築した場合に、対象経費の 10%を

助成する。 

福祉タクシー利用一部助成 3,000 万円
交通弱者である高齢者の通院・買物・公共施設等への

タクシー利用を助成する。 

対象者（75 歳以上の高齢者及び障害認定されている方）

 約 6,800 人 

保育所・認定こども園の運営を支援
12億 8,800 万円

平成 28 年度措置児童数見込み 延べ 11,866 人（月

平均 989 人） 
措置数 H26 延べ 10,998 人（月平均 917 人） 

H27（見込）延べ 11,876 人（月平均 990人） 

※ 地方消費税交付金の消費税率引上げ分の一部を充当

年金生活者等支援臨時福祉給付金 【新規】
・低所得高齢者向け １億 8,900 万円

給付見込み 対象者：6,300 人   

給付額：一人当たり 30,000 円 

・障害・遺族基礎年金受給者向け 3,000 万円
給付見込み 対象者：1,000 人   

給付額：一人当たり 30,000 円 

大口中央中学校のプール改修 2億 400 万円
体育施設の整備 1,400 万円
大口地区体育施設（駐車場排水路、総合体育館バスケ

ットゴール設置、市営プールろ過機補修、テニスコー

ト表面整備・コートライン改修）、農村公園（グラウ

ンド不陸整正） 

奨学費の貸付 2,400 万円
経済的理由により就学が困難である者に対し学費を貸

与することにより有用な人材を育成する。 

継続：28 人 新規：15 人

・大学進学奨励金（大口高校） 【H26～H30】
670 万円

（参考）平成 28 年 2 月 16 日現在  

国公立大学合格者数８人（100 万円該当 １人） 

・大口高校進学指導連携 【H26～H30】
250 万円

・明光学園運営補助 180 万円
・明光学園生徒確保 1,150 万円
・魅力ある高校づくり補助（大口高校・伊佐農林
高校・明光学園）300万円

・県立高校通学費補助（大口・伊佐農林）
370 万円

・原付通学準備補助（大口・伊佐農林・明光学園）
【新規】065 万円

・下宿費補助（大口・伊佐農林・明光学園）
【新規】 48万円

・技能資格取得補助（伊佐農林）
【新規】 30万円

・第３子以降の保育料無料化（H27～）3,000万円
国の基準に加えて第３子以降の保育料無料化を実施す
る。

（保育に係る伊佐市単独の支援）

・地域による子育てをコーディネート 300万円
伊佐市総合交流拠点施設「e-Gaなんちゅう」に地域
子育てコーディネーターを配置し、地域高齢者や地域
住民、障害を持つ人など、多様な人の交流・体験事業
を実施する。子育て世代と地域をつなぎ、子育てにや
さしいまちづくりを推進する。

伊佐市の予算どう活かす？伊佐市の予算どう活かす？
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コミュニティ協議会の運営支援 3,500 万円
校区コミュニティ協議会の運営を支援するため、活

動に必要な人件費及び事務経費を補助する。

ふるさと納税者への返礼 1,900 万円
ふるさと納税（1万円以上）をされた方にお礼とし

て、伊佐市の特産品「ふるさとからの贈り物」を送

付する。 

伊佐米、焼酎、黒豚、黒牛、チーズ等

伊佐の特産品 29品目 

H28 見込 5 千円×3,250 人 1 万円×100 人  

1 万 5 千円×50 人 ２万５千円×20 人 

応援寄附金見込 3,700 万円 

新規就農者の育成を支援 1,700 万円
・青年就農者給付金（経営開始型）（県 10/10） 

11 人 × 150 万円 

売れる野菜の新規栽培と面積拡大の支援
200 万円

・かぼちゃの栽培助成 
新規栽培又は面積を拡大する農家が導入する資材及

び苗に要する経費に対し補助 

・金山ねぎ面積拡大補助
新規栽培又は面積を拡大する農家の出荷調整に要す

る経費に対し補助 

・ゴボウ面積拡大補助
新規栽培又は面積を拡大する農家の栽培に要する資

材及び種子の購入に要する経費に対し補助 

特定優良種雌牛の保留導入を促進 1,400万円
JA 北さつま管内で行われる子牛品評会において、

保留牛及び秀賞牛に選定された牛を保留導入する

ことに対し補助する。 

（導入）価格上位の 3 位の牛 20 万円  

4～7 位の牛 15 万円 

（自家保留）保留牛に選定された牛 16 万円  

秀賞牛に選定された牛 8 万円 

６次産業化を支援 200 万円
国の６次産業化事業の補助を受けない農林漁業者等

の新商品の開発や販路開拓・拡大を支援する。

肉用牛のブランド化を推進 100 万円
伊佐市産の子牛を購入した市内肥育農家に対しその

購入費用の一部を助成する。 

1 頭当たり：2 万円 購入数見込：50 頭 

竹林資源の活用 1,000 万円
特色ある特用林産物の産地を育成するため、放置竹林

の竹林資源活用を支援する。 

竹林整備支援事業補助金(竹材買取り額上乗せ補助金) 

2 円/㎏ 見込：1,000ｔ　200 万円 

竹林の利活用に関する調査（国 10/10）800 万円 

畜産に係る未活用の牛舎等を調査 60万円
明光学園高校の「“そん出会い、牛さぁつなぎもす

“プロジェクト」の可能性を探るため、未活用の

畜産資源を調査する。

鳥獣被害防止総合対策事業（国庫補助事業）
7,100万円

・鳥獣被害防止等緊急捕獲対策（捕獲報償を 8,000
円上乗せ）560万円
捕獲報償（狩猟期外）シカ 350 頭×8,000 円 

   イノシシ 350 頭×8,000 円 

・鳥獣被害防止総合対策（ハード事業）
6,400 万円

シカ用電気柵 248,000 円×49 基 

シカ・イノシシ用ワイヤーメッシュ 

8 か所 29,000m 

有害鳥獣の捕獲（市単独事業） 1,200 万円
農林作物への被害対策として市有害鳥獣対策協議会

の承認を得て有害鳥獣捕獲を実施する。

捕獲報償（狩猟期） シカ 600 頭×3,000 円 

（狩猟期外） シカ 600 頭×7,000 円 

   イノシシ 400 頭×6,500 円 

・鳥獣害防止施設整備（市単独事業）370 万円
イノシシ等からの鳥獣害を防止するための施設整備

に対し補助する。

イノシシ用電気柵 42,000 円（1 基当たり）×10 基 

シカ用電気柵 81,000 円（1 基当たり）×40 基 

重留多目的広場の管理 900 万円
重留地区多目的広場を花公園として整備・運営管理

を委託する。

小水流団地の建替（H27～H29）
2億 4,500 万円

公営住宅長寿命化計画に基づき小水流団地の老朽化

へ対応する。H28 は建設工事を開始する。 

事業実施期間：H27～H29 総事業費：4 億 6,000 万円 

H27 事業費：8,400 万円  

内容：解体・擁壁側溝入替工事、移転補償 

H28～H29 事業費：3 億 7,300 万円  

内容：建設工事、工事監理 

平成28年度　主な事業平成28年度　主な事業

橋梁長寿命化（橋りょう補修）１億 4,300 万円
五反田橋、中村橋、金山橋、荒瀬橋、松崎橋、楠本橋

外 21 橋 

伊佐北姶良火葬場の炉改修費用を負担
1億 4,100 万円

伊佐北姶良火葬場管理組合が実施する火葬炉改修

（H27～H28）の費用を負担する。 

円万000,2億3費業事

負担割合 伊佐市 57.10% 湧水町 21.32% 

汚泥再生処理センター施設整備
6億 7,000 万円

H28 はプラント建設工事を継続して実施する。 

事業実施期間：H23～H29 

総事業費：29 億 6,700 万円 

H27～H29 事業費：26 億 7,300 万円  

内容：実施設計・プラント建設工事・性能検査

木造住宅整備促進を継続（H24～H29）
2,000 万円

商工業の活性化と雇用の維持及び木材利用の促進を図

るため、市内業者を利用して自ら居住する木造住宅を

新築あるいは増改築した場合に、対象経費の 10%を

助成する。 

福祉タクシー利用一部助成 3,000 万円
交通弱者である高齢者の通院・買物・公共施設等への

タクシー利用を助成する。 

対象者（75 歳以上の高齢者及び障害認定されている方）

 約 6,800 人 

保育所・認定こども園の運営を支援
12億 8,800 万円

平成 28 年度措置児童数見込み 延べ 11,866 人（月

平均 989 人） 
措置数 H26 延べ 10,998 人（月平均 917 人） 

H27（見込）延べ 11,876 人（月平均 990人） 

※ 地方消費税交付金の消費税率引上げ分の一部を充当

年金生活者等支援臨時福祉給付金 【新規】
・低所得高齢者向け １億 8,900 万円

給付見込み 対象者：6,300 人   

給付額：一人当たり 30,000 円 

・障害・遺族基礎年金受給者向け 3,000 万円
給付見込み 対象者：1,000 人   

給付額：一人当たり 30,000 円 

大口中央中学校のプール改修 2億 400 万円
体育施設の整備 1,400 万円
大口地区体育施設（駐車場排水路、総合体育館バスケ

ットゴール設置、市営プールろ過機補修、テニスコー

ト表面整備・コートライン改修）、農村公園（グラウ

ンド不陸整正） 

奨学費の貸付 2,400 万円
経済的理由により就学が困難である者に対し学費を貸

与することにより有用な人材を育成する。 

継続：28 人 新規：15 人

・大学進学奨励金（大口高校） 【H26～H30】
670 万円

（参考）平成 28 年 2 月 16 日現在  

国公立大学合格者数８人（100 万円該当 １人） 

・大口高校進学指導連携 【H26～H30】
250 万円

・明光学園運営補助 180 万円
・明光学園生徒確保 1,150 万円
・魅力ある高校づくり補助（大口高校・伊佐農林
高校・明光学園）300万円

・県立高校通学費補助（大口・伊佐農林）
370 万円

・原付通学準備補助（大口・伊佐農林・明光学園）
【新規】065 万円

・下宿費補助（大口・伊佐農林・明光学園）
【新規】 48万円

・技能資格取得補助（伊佐農林）
【新規】 30万円

・第３子以降の保育料無料化（H27～）3,000万円
国の基準に加えて第３子以降の保育料無料化を実施す
る。

（保育に係る伊佐市単独の支援）

・地域による子育てをコーディネート 300万円
伊佐市総合交流拠点施設「e-Gaなんちゅう」に地域
子育てコーディネーターを配置し、地域高齢者や地域
住民、障害を持つ人など、多様な人の交流・体験事業
を実施する。子育て世代と地域をつなぎ、子育てにや
さしいまちづくりを推進する。

伊佐市の予算どう活かす？伊佐市の予算どう活かす？



※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

　

様
々
な
地
方
自
治
体
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
集
め
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

　

消
費
者
が
、
伊
佐
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
選
ん
だ
際
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
行
う
事

で
、
振
込
な
ど
の
手
間
を
省
き
、

返
礼
品
を
素
早
く
受
け
取
る
事

が
で
き
る
。
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具
体
的
な
内
容
は
。

  

64
橋
の
定
期
点
検
委
託
と

17
橋
の
補
修
工
事
を
予
定
。

　

補
助
額
は
ど
う
な
る
の

か
。

　

自
分
の
牛
を
保
留
さ
れ
る

分
は
、
補
助
金
を
２
割
カ
ッ

ト
。
購
入
さ
れ
る
分
は
、
価

格
が
非
常
に
高
い
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
上
限
20
万
円
を
補

助
。

　

人
数
と
報
酬
は
。

　

定
数
は
20
人
。
報
酬
は
、

月
額
４
万
円
程
度
を
考
え
て

い
る
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

増
額
す
る
手
立
て
は
。

　

返
礼
品
は
昨
年
11
月
ま
で

４
品
。
現
在
は
30
品
目
で

（
※
）
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

加
入
に
よ
り
伸
び
て
き
て
い

る
。
６
月
か
ら
は
、（
※
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
取
り
入

れ
納
税
を
増
や
し
て
い
く
。

　

庁
舎
建
設
は
。

　

財
源
を
ど
う
す
る
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
合

併
推
進
債
を
考
え
る

と
、
平
成
34
年
度
く
ら
い

ま
で
に
は
つ
く
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
こ
の
４
月
か
ら
、

具
体
的
な
検
討
を
し
て
い

く
。

　

交
付
金
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

　

防
災
対
策
事
業
と
し
て
、

発
電
機
25
台
を
避
難
所
等

に
。
障
害
ス
ポ
ー
ツ
育
成
支

援
事
業
で
テ
ン
ト
10
張
り
、

体
育
施
設
運
営
事
業
で
芝
刈

り
機
１
台
を
予
定
し
て
い

る
。

　

場
所
は
ど
こ
か
。

　

木
ノ
氏
集
落
内
の
配
水
管

事
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　

議
会
中
継
は
、
現
在
パ
ソ

コ
ン
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
業
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
議

会
の
生
中
継
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

総
務
産
業
委
員
会

委
託
費
・
工
事
費

２
億
円

優
良
種
雌
牛
保
留
導

入
事
業１

４
０
０
万
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
歳
入

３
７
０
０
万
円

建
設
課

農
政
課

農
業
委
員
会

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

特
定
公
有
財
産
取
得
基
金

１
億
５
千
万
円

議
会
映
像
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
配
信
サ
ー
ビ
ス

企
画
政
策
課

水
道
課

議
会
事
務
局

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

電
源
立
地
等
対
策
交
付
金

４
７
８
万
円

国
道
２
６
７
号
バ
イ
パ

ス
配
水
管
新
設
工
事
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建
設
工
事
及
び
計
画
は
。

　

事
業
計
画
は
予
定
通
り
進

ん
で
き
て
い
る
。
平
成
28
年

度
は
引
き
続
き
建
設
工
事
を

実
施
す
る
。
29
年
度
で
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
し
30
年
度
に
予

定
通
り
稼
働
す
る
。

　

保
育
料
の
国
の
軽
減
の
変

更
は
。

　

国
も
保
育
料
の
無
料
化
事

業
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
年

収
が
３
６
０
万
円
以
下
で
、

年
齢
は
18
歳
未
満
に
限
ら
ず

長
子
か
ら
数
え
て
２
番
目
３

番
目
を
助
成
の
対
象
に
す

る
。

　

障
害
児
の
放
課
後
等
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
は
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
伊
佐
市
で
２
か
所
で
実
施

す
る
。
利
用
者
も
増
え
て
い

る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

低
所
得
の
高
齢
者
に
今
年

度
臨
時
的
に
一
人
当
た
り
３

万
円
支
給
す
る
。
対
象
者
は

６
３
０
０
人
程
度
に
な
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行

す
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
も
の
で
、
失
業

等
で
住
居
を
失
う
お
そ
れ
の

あ
る
方
等
に
住
居
の
確
保
を

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

プ
ー
ル
改
修
の
概
要
は
。

　

プ
ー
ル
の
改
修
事
業
は
15

ｍ
×
25
ｍ
の
本
体
と
、
ト
イ

レ
、
更
衣
室
等
を
含
め
て
い

る
。
プ
ー
ル
の
材
質
は
Ｆ
Ｒ

Ｐ
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

湯
之
尾
地
区
の
菱
刈
カ
ヌ

ー
競
技
場
に
カ
ヌ
ー
艇
庫
を

建
設
す
る
た
め
の
設
計
費
で

あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

  

28
年
度
は
学
力
検
査
を
12

月
に
全
学
年
実
施
す
る
。

　

事
業
内
容
は
。

  

27
年
度
か
ら
３
か
年
の

計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
０
年
に
小
学
校
の

５
・
６
年
生
の
外
国
語
活

動
が
英
語
教
科
に
変
更
に
な

る
。
そ
の
た
め
の
研
究
事
業

で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
学
寮
事
業
内
容

は
。

　

２
校
区
を
除
い
て
全
校
区

が
行
う
。
社
会
教
育
指
導
員

等
を
配
置
し
て
横
の
連
絡
を

取
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
連
携
も
と
っ
て
い
く
。

　

事
業
内
容
は
。

　

市
内
・
外
に
出
演
し
た
場

合
の
補
助
金
と
、
各
団
体
が

活
動
し
た
時
の
補
助
金
で
あ

る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

食
材
保
管
庫
の
パ
ン
箱
と

穴
明
ホ
テ
ル
パ
ン
調
理
バ
ッ

ト
を
購
入
す
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
新
規
に
３
機
購

入
、
ま
た
、
２
機
更
新
す
る
。

ま
た
、
乗
用
草
刈
機
、
ワ
イ

ヤ
レ
ス
メ
ガ
ホ
ン
を
購
入
す

る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

大
口
冨
士
福
祉
館
と
菱
刈

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の
報
酬

や
各
教
室
の
講
師
謝
金
、
県

隣
保
館
連
絡
協
議
会
負
担
金

で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

65
歳
以
上
の
方
で
居
宅
で

養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
人
の
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

措
置
費
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
と
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ま

ご
し
館
）
の
委
託
料
等
の
施

設
管
理
費
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
９
３
０
０
万
円

大
口
中
央
中
プ
ー
ル

改
修
２
億
４
千
万
円

英
語
教
育
強
化
地
域
拠

点
事
業
１
５
３
万
円

備
品
購
入
費

32
万
４
千
円

伊
佐
市
郷
土
芸
能
保
存

会
補
助
金
１
８
０
万
円

学
力
向
上
対
策
事
業

２
３
０
万
円

備
品
購
入
費

２
４
６
万
円

隣
保
館
運
営
事
業

９
９
６
万
円

老
人
施
設
入
所
措
置
事
業

２
億
５
２
４
０
万
円

介
護
予
防
拠
点
施
設
費

５
５
７
９
万
１
千
円

委
託
費
２
７
０
０
万
円

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
交
付
金

１
億
８
９
０
０
万
円

住
居
確
保
給
付
金

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
６
億
７
千
万
円

こ
ど
も
課

教
育
委
員
会
総
務
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
課

学
校
教
育
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

市
民
課

健
康
長
寿
課

福
祉
課

環
境
政
策
課

ＱＱ

ＱＱＱ

ＱＱＱ

ＱＱＱ

ＱＱ

ＱＱＱ

ＡＡ

ＡＡＡ

ＡＡＡ

ＡＡＡ

ＡＡ

ＡＡＡ
▲穴明ホテルパン調理バット
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議 決 結 果 一 覧 表
議案番号 件　　名 議決結果

1 専決処分の承認を求めることについて 承　認

2 平成 27 年度伊佐市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

3 平成 27 年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

4 平成 27 年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

5 平成 27 年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決

6 平成 27 年度伊佐市簡易水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

7 平成 27 年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

8 平成 27 年度伊佐市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

9 平成 28 年度伊佐市一般会計予算 原案可決

10 平成 28 年度伊佐市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

11 平成 28 年度伊佐市介護保険事業特別会計予算 原案可決

12 平成 28 年度伊佐市介護サービス事業特別会計予算 原案可決

13 平成 28 年度伊佐市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

14 平成 28 年度伊佐市簡易水道事業特別会計予算 原案可決

15 平成 28 年度伊佐市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決

16 平成 28 年度伊佐市水道事業会計予算 原案可決

17 伊佐市行政不服審査会条例の制定について 原案可決

18 伊佐市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 原案可決

19 伊佐市中高生連携推進事業基金条例の制定について 原案可決

20 伊佐市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

21 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決

22 伊佐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

23 伊佐市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例及び伊佐市特別職の職員の給
与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

24 伊佐市報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

25 伊佐市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

26 伊佐市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

27 伊佐市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

28 伊佐市行政財産の目的外使用による使用料徴収条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

29 伊佐市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

30 伊佐市肉用牛特別導入基金条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
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議案番号 件　　名 議決結果

31 伊佐市肉用牛規模拡大事業基金条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

32 伊佐市単独住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

33 伊佐市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

34
伊佐市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

35 伊佐市税条例等の一部を改正する条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

36 伊佐市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決

37 伊佐市総合振興計画後期基本計画の策定について 原案可決

38 平成 28 年度から平成 30 年度までにおける伊佐市の辺地に係る公共的施設の総合整
備に関する財政上の計画策定について 原案可決

39 伊佐市過疎地域自立促進計画の策定について 原案可決

40 市道路線の変更について 原案可決

41 農業委員会委員の任命について 同　意

42 農業委員会委員の任命について 同　意

43 農業委員会委員の任命について 同　意

44 農業委員会委員の任命について 同　意

45 農業委員会委員の任命について 同　意

46 農業委員会委員の任命について 同　意

47 農業委員会委員の任命について 同　意

48 農業委員会委員の任命について 同　意

49 農業委員会委員の任命について 同　意

50 農業委員会委員の任命について 同　意

51 農業委員会委員の任命について 同　意

52 農業委員会委員の任命について 同　意

53 農業委員会委員の任命について 同　意

54 農業委員会委員の任命について 同　意

55 農業委員会委員の任命について 同　意

56 平成 27 年度伊佐市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

57 平成 27 年度伊佐市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

58 伊佐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

59 伊佐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

諮問 1 人権擁護委員候補者の推薦について 適　任

意見書 11 伊佐市に新設特別支援学校設置を求める意見書 原案可決
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第１回定例会（３月）の表決結果

総 括 質 疑
発　言　者 質　疑　事　項

岩元　克頼議員 １　施政方針及び議案第９号　平成28年度伊佐市一般会計予算について

今村　謙作議員 １　施政方針について

柿木原榮一議員 １　議案第37号　伊佐市総合振興計画後期基本計画の策定について
２　議案第９号　平成28年度伊佐市一般会計予算について

賛否が分かれた議案のみ（○は賛成、●は反対、欠は欠席）
議員氏名 森　

山　

良　

和

今　

村　

謙　

作

山　

下　

和　

義

森　

田　

幸　

一

緒　

方　

重　

則

久　

保　

教　

仁

前　

田　

和　

文

諏　

訪　

信　

一

畑　

中　

香　

子

沖　

田　

義　

一

鶴　

田　

公　

紀

左
近
充　
　
　

諭

柿
木
原　

榮　

一

福　

本　

千
枝
子

市　

来　

弘　

行

中　

村　

周　

二

岩　

元　

克　

頼

丸　

田　

和　

時議案
番号 議　案

9 平成 28 年度伊佐市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
職
の
た
め
表
決
に
は

参
加
し
な
い
。

23
伊佐市議会議員の議員報酬、費用弁
償等に関する条例及び伊佐市特別職
の職員の給与について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

49 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本市議会では、議会基本条例第７条に基づき、市議会及び議員の政策提案機能
の強化及び拡大を図るため、意見交換会を開催します。ついては、下記のとお
り意見交換会を行う団体等を募集します。

1　対象
市民の団体、市民グループ等（ただし、意見交換会に参加できる人員が１０人以上必要です。）

2　開催時期
平成 28年 7月中旬から 10月上旬まで（議会の会期中は除きます。また、議会日程等の都
合により希望される時期に開催できない場合があります。）

3　意見交換会の内容
あらかじめ提出していただいたテーマに基づき意見交換会を行います。
なお、時間は１時間〜 1時間 30分程度とします。

4　開催場所
原則、応募団体が希望される場所で開催します。なお、開催会場は応募団体で確保して下
さい。

5　参加する議員
提出していただいたテーマに応じ、複数人が参加します。

6　応募方法
申込書に必要事項を記載して、議会事務局へ提出してください。なお、ファックス、メー
ルでも提出できます。
※申込書は本市議会のホームページに掲載してあります。ホームページをご覧になれない
場合は議会事務局にお問い合わせください。

7　応募期日
平成２8年 6月 1日から 7月末日まで

8　その他
⑴　開催の諾否については、議会運営委員会で協議し決定します。応募されたテーマの内
容、開催時期によっては、お受けできない場合や意見交換の方法について協議させてい
ただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

⑵　開催の諾否の決定後、開催日時や運営方法等を協議させていただきます。

《問合せ先》
　議会事務局　TEL0995-23-1335　FAX0995-22-4983　E-Mail　gikai@city.isa.lg.jp

議員との意見交換会
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請 願 と 陳 情 の 結 果
件名 提出者 紹介議員 付託先 結果

請願６ 伊佐市への新設特別支援学校設置につ
いての請願書

伊佐市　　
　下原　暁子 緒方　重則 総務産業委員会 採択

伊佐市への新設特別支援学校設置についての請願書
　「子育てにやさしいまち」日本一をめざしている伊佐市は、福祉・教育・医療の連携の充実から、
私たち市民が安心して子育てできるまちと実感しております。乳幼児健診・親子教室・子ども発達
支援センター・トータルサポートセンター・保育所・幼稚園・教育委員会の連携は、県内だけでな
く全国でも先進地と紹介されており、さらに充実していくことを願っております。
　早期からの支援を受け、大きく成長している子どもたちですが、学齢期には教育条件整備におい
ての様々な課題があります。その一つとして、地域密着型の特別支援学校が存在しないということ
です。開設 20周年を迎える「伊佐市子ども発達支援センターたんぽぽ」は、地域に根ざした療育
実践が行われております。しかし、出水養護学校は、発達支援機関として伊佐市のすべての子ども
たちを支援できているとはいえない状況です。子ども一人ひとりの発達を保障するために、また、
伊佐市独自のネットワークをさらに充実させるために、地域に根差した特別支援学校の設置を希望
しております。
　障害者差別解消法により、合理的配慮が義務化されます。子どもにニーズに応じた教育環境の整
備は、当たり前のこととして考えられるべきではないかと思います。そのためには、適正規模適正
通学時間・高等部卒業後の進路を考慮した特別支援学校が必要です。
以上の趣旨に基づき、下記事項について鹿児島県知事への要望書提出を強く請願いたします。

記
１．地域の学齢期支援のネットワークの核となる特別支援学校の設置をお願いします。
２．適正な規模で、障がいの種別に関わらず通える特別支援学校の設置をお願いします。
３．子どもや親の送迎の負担の少ない 30分以内で通える特別支援学校の設置をお願いします。
４．地域居住地校交流だけではなく学校同士の交流も充実して、子どもたち同士の理解や地域

の理解も深まるような交流教育を実施できるよう、特別支援学校の設置をお願いします。
５．放課後活動の充実した学校生活を送ることができる特別支援学校の設置をお願いします。
６．地域の理解を深め、働く場や生活する場の充実を目指した特別支援学校の設置をお願いし

ます。
７．高等部卒業後、ゆっくりじっくり学べる場を保障するために専攻科のある特別支援学校の

設置をお願いします。

◎伊佐市議会は平成 28 年第 1 回定例会において採択した

請願第６号を受け、県知事へ「伊佐市に新設特別支援学

校設置を求める意見書」を提出しました。

（平成 28 年 4 月 7 日）
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台
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問

問
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答
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な
ら
な
い
が
、
弱

者
世
帯
が
多
く
不
足
分
は
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

28
年
度
も
２
億
円
の

繰
り
入
れ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
繰
り
入
れ
が

で
き
る
の
か
。

　

一
般
会
計
も
そ
ん
な

に
余
裕
は
な
い
。
毎
年

上
限
も
な
く
国
保
会
計
の
不
足

分
を
埋
め
ら
れ
な
い
。
市
民
に

財
政
状
況
を
説
明
し
、
28
年
度

中
に
国
保
税
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

生
活
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　

非
課
税
世
帯
の
子
ど

も
安
心
医
療
費
が
一
部

拡
充
さ
れ
た
。
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
で
所
得
の
少
な
い
世
帯
に

対
し
て
も
す
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

全
面
的
に
は
で
き
な

い
の
で
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
そ
う
い
う
方
々
に
対

し
て
よ
り
良
い
方
向
に
改
正
で

き
る
よ
う
に
内
部
で
検
討
し
て

い
く
。　

国
民
年
金
だ
け
の
高

齢
者
は
夫
婦
で
生
活
し

て
い
る
と
き
は
何
と
か
生
活
で

き
る
が
、
１
人
に
な
っ
た
と
き

に
生
活
に
困
る
こ
と
が
あ
る
。

支
援
策
を
で
き
な
い
か
。

　

現
状
で
は
市
単
独
で

の
支
援
は
難
し
い
。
生

活
に
支
障
を
来
す
前
に
福
祉
課

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

鳥獣保護区のイノシ
シ・シカの駆除を

左近充　　諭　議員
市　長／駆除の指示を出すことにしている

国
保
の
今
後
の
運
営
は

山　

下　

和　

義　
議
員

市
長
／
市
民
の
理
解
を
得
て
検
討
す
る

問問

問問

問

問

答答

答

答

答

答
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平
成
28
年
度
は
、
伊

佐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
指
針
と

す
る
地
方
創
生
の
取
組
み
初
年

度
で
あ
り
、
新
た
な
未
来
へ
向

け
た
重
要
な
年
度
と
位
置
付
け

さ
れ
て
い
る
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
社
会
増
減
の
改
善
に

向
け
た
対
策
は
。

　

ピ
ザ
を
中
心
と
し
た

６
次
産
業
の
創
出
、
あ

る
い
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
に
よ
っ
て
、
修
学
旅
行

生
を
初
め
と
し
た
若
い
方
々
の

交
流
が
増
え
る
。
ま
た
曽
木
の

滝
を
中
心
に
観
光
客
あ
る
い
は

体
験
型
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
し

て
、
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ

て
楽
し
み
、
学
び
、
育
つ
交
流

す
る
ま
ち
を
考
え
や
っ
て
い
く

こ
と
で
、
15
歳
か
ら
24
歳
ま
で

の
転
入
を
中
長
期
的
に
図
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
短
期
的
に
は
、
地
元

の
３
つ
の
高
校
に
進
学
し
て
く

れ
る
こ
と
が
一
番
直
近
の
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
大
口

高
校
・
伊
佐
農
林
高
校
共
に
10

数
人
入
学
者
が
増
え
充
足
率
70

数
％
で
昨
年
よ
り
も
両
高
校
と

も
10
％
ぐ
ら
い
は
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
い
か
に
高
校
を
魅
力
化

し
て
い
く
か
に
尽
き
る
と
思

う
。　

　
「
東
洋
経
済
新
報
社

調
べ
」
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
に
お
い
て
２
年
連
続
で

県
内
１
位
と
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
に
お
い
て
実
感
が
な

い
と
の
声
を
多
く
聞
く
。
交
流

人
口
の
増
加
か
ら
定
住
人
口
増

を
図
る
と
あ
る
が
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
す
る
た
め
に
も

住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
取

組
み
も
必
要
で
は
。

　

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
数
値
で
も
っ
て
出
て
い
る
の

で
素
直
に
有
難
く
使
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
評
価
す
る
方
は
、

自
分
の
置
か
れ
た
場
所
、
置
か

れ
た
条
件
か
ら
価
値
判
断
す
る

の
で
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
そ
し
て
こ
の
ま
ち
に

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
人
は
、
さ

ほ
ど
住
み
や
す
い
ま
ち
と
思
わ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
地
理
的

条
件
で
言
う
と
、
ハ
ン
デ
イ
が

多
い
ま
ち
で
あ
る
と
思
う
。
た

だ
、
自
然
に
恵
ま
れ
い
ろ
ん
な

市
民
活
動
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
か
な
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た

こ
と
が
、
不
利
な
条
件
を
取
り

戻
す
一
つ
の
活
動
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
教
育
・
医
療
・
福
祉

に
関
す
る
こ
と
と
か
情
報
網
に

載
せ
続
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
。

　

２
０
０
０
年
３
月
か

ら
進
め
ら
れ
た
電
気
事

業
市
場
へ
の
新
規
参
入
規
制
緩

和
、
市
場
競
争
を
導
入
、
電
気

料
金
の
引
き
下
げ
、
資
源
配
分

の
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
向
上
等
で
伊
佐
市
と
し
て
検

討
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

電
力
自
由
化
に
伴
う

地
産
地
消
型
電
力
供
給

事
業
と
し
て
、
電
力
自
由
化
と

電
力
供
給
の
仕
組
み
を
勉
強
及

び
検
討
し
て
い
る
。
職
員
の
独

自
研
修
と
し
て
電
力
の
地
産
地

消
の
み
や
ま
市
、
大
木
町
の
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
視
察
し

て
い
る
。

　

伊
佐
市
の
各
施
設
の

電
気
料
金
と
経
費
削
減

か
ら
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

　

主
な
施
設
で
年
間
、

衛
生
セ
ン
タ
ー 
１
８

０
０
万
円
、
ま
ご
し
館　

１
１

０
０
万
円
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
大
口
庁
舎
・
給
食
セ
ン

タ
ー
各
８
０
０
万
円
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
６
０
０
万
円
使

用
し
、
28
年
度
中
に
検
討
、
方

向
性
は
示
せ
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
検
証

　

市
民
が
購
入
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
内

容
と
、
県
内
で
も
飛
び
ぬ
け
て

高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
で
よ

か
っ
た
の
か
。

　

額
面
６
５
０
０
円

分
を
５
０
０
０
円
で

３
０
０
０
０
セ
ッ
ト
、
事
務
費

は
伊
佐
市
商
工
会
へ
４
３
０
万

円
補
助
金
と
し
て
交
付
。
発
行

は
、
２
日
目
の
開
始
30
分
で
完

売
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
と
消
費
意
欲
の
拡

大
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

購
入
さ
れ
た
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
未
使
用

額
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
購

入
等
で
苦
情
等
は
な
か
っ
た
の

か
。

　

未
使
用
額
は
、

41
万
８
５
０
０
円
。
伊

佐
市
と
商
工
会
に
、
販
売
日
は

い
つ
な
の
か
分
か
ら
ず
、
購
入

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦
情
が

あ
っ
た
。

市の施設の電力自由
化は

柿木原　榮　一 　議員
市長／自由化と仕組みについて検討

わ
が
ま
ち
の
未
来
像
は

緒　

方　

重　

則 　
議
員

市
長
／
住
み
や
す
い
ま
ち

問

問

問

答

答

答答

問

問問 答 答
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伊
佐
市
の
農
業
は
、

水
田
と
畜
産
、
あ
る
い

は
野
菜
等
を
組
合
わ
せ
た
複
合

経
営
が
多
数
を
占
め
て
い
る
、

こ
の
事
に
つ
い
て
伺
う
。

　

伊
佐
市
の
農
地
は

５
０
０
０
ｈ
ａ
で
あ
り
、

そ
の
内
の
３
８
０
０
ｈ
ａ
が
水

田
で
あ
る
。
気
温
の
高
低
差
が

大
き
く
美
味
し
い
伊
佐
米
や
野

菜
作
り
に
適
し
て
い
る
。
特
に

稲
ワ
ラ
は
牛
の
粗
飼
料
と
し
て

最
適
で
あ
り
、
伊
佐
の
子
牛
は

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
伊
佐
市
に
一
番
適
し
た

農
業
形
態
は
複
合
経
営
で
あ
る
。

　

国
の
農
業
施
策
は
大

規
模
農
家
、
中
核
農
家

中
心
で
あ
り
、
大
多
数
を
占
め

る
家
族
経
営
等
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
が
自
由
に

使
え
る
施
策
を
行
い
、
自
治
体

の
実
情
に
合
っ
た
補
助
金
等
を

創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

自
給
率
を
上
げ
る
、

国
土
の
保
全
、
災
害
に

備
え
る
、
と
い
う
事
か
ら
も
、

農
地
山
林
を
含
め
た
保
全
が
必

要
で
あ
る
。
家
族
経
営
に
つ
い

て
も
、
農
地
が
保
全
で
き
る
支

援
が
必
要
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
の
増
加
対
策
に

つ
い
て　

伊
佐
市
で
の
観
光
客

の
宿
泊
数
と
そ
の
う
ち

外
国
人
の
宿
泊
数
を
伺
う
。

　

26
年
度
は
、
３
万
４

０
５
１
人
中
、
外
国
人

は
33
人
、
27
年
度
は
３
万
７
９

４
２
人
中
、
外
国
人
は
２
１
２

人
で
あ
り
、
外
国
人
は
前
年
比

６
・
４
倍
で
あ
り
、
年
々
増
加

す
る
と
思
っ
て
い
る
。
観
光
地

と
し
て
は
、
曽
木
の
滝
が
大
部

分
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　

外
国
人
が
最
も
欲
し

い
と
い
わ
れ
る
の
は
、

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
無
料
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
）
で
あ
り
創
生
総

合
戦
略
で
も
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
を

掲
げ
て
い
る
。
設
置
を
急
ぎ
た

い
。

　

市
で
は
重
点
野
菜
10

品
目
を
指
定
し
、
市
単

独
助
成
な
ど
施
策
を
講
じ
て
い

る
。だ
が
、作
付
面
積
・
生
産
量
・

産
出
額
と
も
に
伸
び
悩
み
、
農

業
産
出
額
全
体
か
ら
見
る
と
、

わ
ず
か
２
％
で
し
か
な
い
。
農

業
者
へ
施
策
の
告
知
は
・
営
農

指
導
は
十
分
な
の
か
と
思
う
。

伊
佐
市
の
園
芸
振
興
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

　

園
芸
振
興
で
は
、
カ

ボ
チ
ャ
・
ネ
ギ
・
ゴ
ボ

ウ
の
新
規
栽
培
・
面
積
拡
大
に

助
成
。
ま
た
、
産
地
交
付
金
と

し
て
重
点
野
菜
①
の
４
品
目
に

反
当
た
り
４
万
５
千
円
、
重
点

野
菜
②
の
６
品
目
が
４
万
円
支

給
。
田
ん
ぼ
を
畑
地
化
し
野
菜

が
作
れ
る
よ
う
に
す
る
事
業

に
、
経
費
の
75
％
を
補
助
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ネ
ギ
と
カ
ボ

チ
ャ
は
、
価
格
安
定
対
策
で
基

準
値
以
下
に
な
っ
た
場
合
の
価

格
補
填
に
も
取
組
ん
で
い
る
。

安
心
し
て
生
産
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
。
Ｊ
Ａ
と
は
常
に
連
携
を
と

り
、
作
物
に
関
す
る
情
報
交
換

も
絶
え
ず
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
へ
の
野
菜

納
入
状
況
を
分
析
す
る

と
、
伊
佐
市
園
芸
の
実
態
が
垣

間
見
え
る
。
26
年
度
の
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
、
地
元
野
菜

使
用
量
は
23
・
６
％
で
し
か

な
い
。
ま
た
、
給
食
使
用
量

１
０
０
０
㎏
以
上
の
野
菜
に
、

タ
マ
ネ
ギ
・
人
参
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
大
根
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
元
産
食
材
の
供
給

も
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
実
態
を

分
析
し
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

営
農
指
導
等
も
織
り

込
ん
で
、
い
つ
・
何
を
・

ど
の
く
ら
い
作
れ
ば
等
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

家族経営農家の支援
を

沖　田　義　一　議員

市長／支援は必要だ

園
芸
作
物
の
産
地
化
を

久　

保　

教　

仁 　
議
員

市
長
／
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
進
め
る

平成２８年度の園芸振興・主な伊佐市単独助成
（1）重点野菜（１０ａ当たり）

産地交付金 団地加算 最高単位
重点野菜① 45,000 18,000 63,000
重点野菜② 40,000 18,000 58,000
　※重点野菜①
　　ネギ・かぼちゃ・水田ゴボウ・ニガウリ
　※重点野菜②
　　トマト・いちご・おくら・ショウガ
　　じねんじょ・ジャンボインゲン

（2）新規栽培者と面積拡大
　　　◎金山ネギ（初年度限定）

◇苗代・機械導入費用・出荷調整手当の一
部を伊佐市とＪＡ北さつまが助成。

　　　◎かぼちゃ
◇夏かぼちゃの新規栽培者に、トンネル被
覆資材一式と苗代を伊佐市とＪＡ北さつ
まがそれぞれ３分の１程度を助成。

　　　◎水田ごぼう
◇ごぼうの栽培を開始する農家と、栽培面
積を伊佐市が助成。拡大する農家に、マ
ルチング資材と種子代を伊佐市が予算の
範囲内で助成。

問

答

答答

答

問

問

問

問問

答

答



伊佐市議会だより　2016（平成28年）第30号 16

　

国
保
会
計
は
基
金
を

取
り
崩
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
毎
年
多
額
の
法
定
外
繰

入
（
一
般
会
計
か
ら
）
を
行
い
、

国
保
税
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
赤
字
が
続
く
。
要
因
は
。

ま
た
、
医
療
費
抑
制
の
施
策
は

取
っ
て
き
た
の
か
。

　

３
年
間
で
法
定
外
繰

入
額
は
、
４
億
４
千
万

円
に
な
っ
て
い
る
。先
進
医
療
、

Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
が
保
険
適
応

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
人

当
り
の
医
療
費
、
高
額
医
療
費

が
増
え
て
き
た
。
減
塩
の
食
習

慣
、
検
診
、
脳
卒
中
教
室
、
ダ

ン
ベ
ル
体
操
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
。　

市
民
に
赤
字
の
状
況

要
因
な
ど
を
口
頭
で
知

ら
せ
る
べ
き
だ
。
医
療
費
削
減

に
成
功
し
た
自
治
体
に
職
員
を

派
遣
す
る
な
ど
本
気
で
取
り
組

む
べ
き
だ
。
平
成
30
年
に
は
県

に
移
行
す
る
が
、
保
険
税
は
上

が
る
の
か
。

　

総
会
や
花
見
等
で
話

す
。
先
進
地
の
情
報
を

集
め
、
職
員
に
企
画
さ
せ
る
。

国
保
税
は
安
く
、
医
療
費
は
県

下
で
も
高
い
の
で
今
年
は
上
げ

る
計
画
だ
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
施
設
改
修

　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
夜
間
、
県
下
一
周
、

女
子
駅
伝
選
手
と
一
緒
に
練
習

し
て
い
る
中
学
生
ラ
ン
ナ
ー
は

使
用
料
を
払
っ
て
い
る
。
免
除

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
一
般
に

も
無
料
開
放
で
き
な
い
か
。

　

選
手
育
成
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
特
に
中

学
生
や
関
係
の
方
々
の
使
用
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

地
方
創
生
の
目
標
に

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
計
画

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
陸
上

競
技
場
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
更
衣
室
、
台
所
、
２
階
の
大

広
間
）
の
改
修
が
必
要
で
は
な

い
か
。　

築
50
年
を
経
過
し
て

い
る
。
現
在
、
整
理
整

頓
が
で
き
て
い
な
い
の
で
早
急

に
対
応
す
る
。
整
備
に
つ
い
て

は
市
公
共
施
設
等
総
合
計
画
で

協
議
す
る
。

　

合
併
後
の
財
政
計
画

と
、
実
際
の
地
方
交
付

税
合
計
額
と
の
間
に
30
億
円
も

の
乖
離
が
あ
る
。
同
額
程
度
の

も
の
が
基
金
に
積
み
立
て
ら

れ
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
基
金

保
有
額
は
県
下
ダ
ン
ト
ツ
１
位

で
あ
る
。
計
画
と
決
算
額
と
の

間
の
大
き
な
乖
離
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

　

国
の
地
方
財
政
計
画

に
基
づ
き
計
画
を
立
て

る
。
国
の
経
済
対
策
等
に
よ
り

変
更
が
あ
る
た
め
差
が
開
い
て

く
る
。
読
み
が
甘
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
。

　

交
付
税
を
過
少
に
見

積
も
っ
て
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
施
策
が
十
分
に
行
わ

れ
ず
基
金
と
し
て
た
め
込
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
市

民
が
財
政
難
の
た
め
要
望
が
実

現
し
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
市
民
要
望
を
き

ち
ん
と
吸
い
あ
げ
必
要
な
部
分

に
配
分
す
べ
き
だ
。

　

今
後
社
会
資
本
の
老

朽
化
や
道
路
・
施
設
等

の
改
修
が
増
加
し
、
借
金
が

１
９
０
億
円
程
度
に
な
る
。
国

の
経
済
も
傾
い
て
お
り
、
10
年

後
の
市
民
の
た
め
に
基
金
が
必

要
で
あ
る
。

子
ど
も
医
療
費
拡
充
は

　

議
会
が
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
す
る
と

の
陳
情
項
目
を
採
択
し
て
お

り
、
市
民
の
会
に
よ
る
署
名
は

３
４
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

検
討
し
た
の
か
。

　

子
育
て
、
健
全
な
財

政
運
営
を
任
さ
れ
て
い

る
立
場
か
ら
子
ど
も
安
心
医
療

を
拡
充
す
る
と
の
検
討
結
果
で

あ
る
。　

子
ど
も
安
心
医
療

は
、
入
院
以
外
は
、
年

１
件
～
２
件
の
申
請
で
あ
り
、

非
課
税
世
帯
年
３
万
６
０
０
０

円
に
広
げ
て
も
拡
充
と
は
言
え

な
い
。
子
ど
も
が
親
を
気
遣
い

歯
や
お
腹
が
痛
く
て
も
言
い
出

せ
な
い
状
況
も
あ
る
。
大
き
な

病
気
の
早
期
発
見
で
、
命
が
助

か
る
事
例
は
将
来
必
ず
出
て
く

る
。
真
剣
に
検
討
せ
よ
。

　

優
先
順
位
を
決
め

行
っ
て
い
る
。

市
民
要
望
に
応
え
財
源

配
分
せ
よ

畑　

中　

香　

子 　
議
員

市
長
／
基
金
は
将
来
の
市
民
の
た
め

赤字の続く国保運営
は

福　本　千枝子　議員
市長／今年は上げる検討をする

問問

問問

問

問

問

答

答 答

答答

答 答

問答
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自
治
会
活
動
の
中
に

募
金
活
動
が
あ
る
が
、

募
金
の
種
類
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

　

①
緑
の
募
金
②
赤
い

羽
根
募
金
③
日
本
赤
十

字
社
員
社
費
④
伊
佐
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
費
の
四
つ
の
募
金

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
お

願
い
し
て
い
る
状
況
で
、
活
動

内
容
に
つ
い
て
市
は
関
与
し
て

い
な
い
。

　

募
金
の
実
施
時
期
、

参
加
し
て
い
る
自
治
会

数
は
。
自
治
会
を
通
じ
て
募
金

活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経

過
は
。　

２
７
８
自
治
会
中
、

緑
の
募
金
（
２
月
１
日

～
４
月
30
日
）
２
２
３
自
治
会

　

赤
い
羽
根
募
金
（
10
月
１
日

～
12
月
31
日
）
２
７
１
自
治
会

　

日
本
赤
十
字
社
員
社
費
（
５

月
１
日
～
５
月
31
日
）
２
７
１

自
治
会

　

伊
佐
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

費
（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
）

２
７
２
自
治
会
と
い
う
状
況
。

募
金
活
動
は
地
域
に
根
差
し
た

活
動
が
主
体
で
相
互
協
力
体
制

と
考
え
て
い
る
。
金
額
に
つ
い

て
も
一
定
の
目
安
と
い
う
こ
と

で
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

公
職
選
挙
法
改
正
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
が
今
年

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
選

挙
権
が
18
歳
ま
で
引
き
下
げ
に

よ
り
、
有
権
者
数
は
何
人
に
な

る
の
か
。

　

18
歳
男
性
75
人
、
女

性
１
３
１
人
、
19
歳

男
性
89
人
、
女
性
86
人
、
合
計

３
８
１
人
の
有
権
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
る
。

　

投
票
に
行
く
周
知
は
。

　

平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
29
年
４
月
１

日
ま
で
に
18
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
高
校
生
を
含
め
た
全
員
に

選
挙
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
４

月
に
送
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
、

同
じ
時
期
に
19
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
人
に
も
同
様
に
チ
ラ
シ

を
送
付
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

　

本
年
夏
の
参
議
院
選

か
ら
選
挙
権
の
年
齢
が
、

現
在
の
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
政
治

教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、

早
急
に
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

　

小
・
中
学
生
に
お
け
る
主
権

者
教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　

当
面
は
、
模
擬
投
票

な
ど
体
験
型
学
習
、
出

前
講
座
を
実
施
し
、
市
議
会
を

傍
聴
し
た
り
し
て
、
政
治
や
選

挙
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
、

主
体
的
に
社
会
に
参
画
す
る
態

度
を
持
つ
児
童
・
生
徒
に
も
っ

て
行
き
た
い
。

　

本
市
の
高
校
生
に
、

積
極
的
に
選
挙
に
参
加

さ
せ
る
よ
う
な
施
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
高
校
生
を

期
日
前
投
票
事
務
や
選
挙
時
に

お
け
る
投
票
立
会
人
等
の
選
挙

事
務
へ
参
画
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

伊
佐
農
林
・
明
光
学

園
高
校
で
は
、
出
前
講

座
を
実
施
し
た
い
。
一
番
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
投
票

立
会
い
人
等
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
道
田
中
徳
辺
線
の
拡
幅
整
備

は
で
き
な
い
か
　

　

田
中
の
起
点
か
ら
大

口
酒
造
第
２
蒸
留
所
手

前
ま
で
の
区
間
は
、
大
型
車
の

通
行
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

幅
員
が
狭
く
、
対
向
車
の
離
合

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ

の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

こ
の
市
道
は
幅
員
が

２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
区

間
が
９
２
８
メ
ー
ト
ル
、
残
り

の
１
１
９
０
メ
ー
ト
ル
は
、
幅

員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
規

格
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
路
線
の
整
備
計
画
は
な
い
。

　

大
口
酒
造
は
、
優
良

な
地
元
企
業
で
あ
る
。

特
に
仕
込
み
の
最
盛
期
に
は
、

原
材
料
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
搬
出

入
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
多
く
、

離
合
に
苦
慮
し
て
い
る
。
拡
幅

整
備
等
は
で
き
な
い
か
。

　

一
級
市
道
で
改
良
済

み
で
あ
る
の
で
、
改
良

済
み
の
所
を
更
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
多
額
の
予
算
を
必
要

と
す
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

選
挙
法
改
正
の
取
り
組

み
は

森　

田　

幸　

一　
議
員

市
長
／
出
前
講
座
等
で
関
心
を
高
め
た
い

募金活動について

諏　訪　信　一　議員

市長／各自治会にお願いしている

問問

答

問問

問

問

問

問

答

答答

答

答答

答
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議
会
活
動

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継 をご覧になれます。

４月６日「春の交通安全運転」推進セレモニー

４月１５日「交通事故死ゼロを目指す日」啓発活動　伊佐人の波作戦

　
４
月
29
日
早
朝
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
県

立
北
薩
病
院
敷
地
内
の
清
掃
作

業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
60
歳
超
の
議
員
た

ち
が
汗
を
流
し
な
が
ら
頑
張
り

ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
春
の
市
で
、

市
議
会
議
員
に
よ
る
春
の
交

通
安
全
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
交

通
安
全
の
チ
ラ
シ
と
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
配
り
な
が
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
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編
集
後
記

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
伊
佐
市
内
に
お
い
て
も
、
色
と
り
ど
り
の
真
新

し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に
、｢

伊
佐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略｣

を
策
定
さ
れ
当
局
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
の
人
口
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
２
０
４
０
年
に
は
１
万
８
０
０
０
人
、
２
０
６
０
年
に
は
１

万
２
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
歯
止
め
の
た
め
に
、
２
０
６
０
年
に
１
万
５
０
０
０
人
以
上
の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
設
定
し
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
達
成
に
向
け
、

１｢

交
流
人
口
の
増
加
か
ら
定
住
人
口
を
増
や
す｣

２｢

教
育
環
境
の
充
実｣

３｢

６
次
産
業
化
の
推
進｣

４｢

健
幸
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進｣

５｢

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち｣

を
地
方
創
生
の
基
本
目
標
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
も
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
我
々
議
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
伊
佐
市
議
会
と
し
て
も
地
域
の
更
な
る
発

展
と
活
性
化
に
向
け
て
共
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
何
を
な

す
べ
き
か
を
、
原
点
を
振
り
返
り
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
と
行
政
の
架
け
橋
と
な
り
、
自
立

し
た
伊
佐
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会　

森
田　

幸
一

１日（水） 本会議（招集日）

６日（月） 本会議（２日目）一般質問

９日（木） 本会議（３日目）一般質問

13日（月） 本会議（４日目）一般質問

15日（水） 本会議（５日目）総括質疑

16日（木） 総務産業委員会

17日（金） 文教厚生委員会

24日（金） 本会議（最終日）　　

○定例会は午前 10 時開会です。

6月

平成28年
第2回定例会のお知らせ
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伊佐市議会だより　2016（平成28年）第30号 20

第１問　伊佐市議会の議員定数は。	 	 Ａ　１８人	 　　Ｂ　２0人	 　　Ｃ　２2人

第２問　女性議員の数は。	 	 	 Ａ　　1人	 　　Ｂ　　2人	 　　Ｃ　　3人

第３問　伊佐市議会議員の平均年齢は。	 Ａ　４０歳代	 　　Ｂ　５０歳代	 　　Ｃ　６０歳代

第４問　伊佐市の平成２８年度予算額は。	 Ａ　173 億円	 　　Ｂ　175億円	 　　Ｃ　179億円

第５問　伊佐市議会だより３０号掲載の	 Ａ　１０人	 　　Ｂ　１１人	 　　Ｃ　１２人
　　　　一般質問者の人数は。

議長席に
座って記
念撮影が
できます。

星座早見板と素敵な天体
写真がもらえます！

（当選者の発表は賞品の発送をもってかえ
させていただきます）

《ヒント》議会だより 30 号をよ〜く読んでください。

伊佐市議会だより

　第 30 号記念クイズ

伊佐市議会だより【３０号記念クイズ】

【解答欄】
　第１問　　□Ａ　　□Ｂ　　□Ｃ
　第２問　　□Ａ　　□Ｂ　　□Ｃ
　第３問　　□Ａ　　□Ｂ　　□Ｃ
　第４問　　□Ａ　　□Ｂ　　□Ｃ
　第５問　　□Ａ　　□Ｂ　　□Ｃ

【選べる賞品】
　Ａ賞：議長席で記念撮影が撮れる権利
　Ｂ賞：天体セット　　　　

【住所】〒

【氏名・年齢（任意）】

【ご意見欄】

A賞

B賞

※賞品イメージ

正解者の中から厳選なる抽選により、合計
10人に下記の賞品を差し上げます !!
必ず、A賞・B賞選んで応募して下さい。

応募はがき
切り取ってお使いください。


